













ク リフ ォー ド ・シ ョウ 『ジ ャ ック ・ロー ラー』・注・の 生活 史法
玉 井 眞 理 子
【要旨】
本論文の 目的は、初期 シカゴ学派モノグラフの一つ 『ジ ャック ・ローラー』の生活史法 を再評価
することである。 これまで このモノグラフは生活史を入手する手法や、他 の多 くの資料 を用いて生
活史 を実証 している点が評価 されて きた。だがここで特 に注目する方法論上の特徴 は、調査者クリ
フォー ド・シ ョウと調査対象者ス タンレー少年が矯正者(更 生 させる者)と 矯正対象者(更 生 され
る者)の 関係にあ り、研究の過程で矯正計画が試み られ、その結果現実に少年が更生することによ
って、非行要因に関するショウの仮説が検証 されていることである。 この仮説検証は、(1)他の様々
な資料に よって非行要因の仮説が提示 され、(2)非行少年の生活史によって仮説が裏付 け られ、(3)仮
説に基づいた矯正計画を実施 し、非行少年が更生 してゆ く経緯がその生活史で示 される、の三部構
成で展開 されている。これは 「単 に記述的であるだけで、なぜか という疑 問に答 えていない」 とい











の共通性 とは、それまで全てを網羅すると信 じられていたグランドセオリーの限界が厳 しく自覚
されていることである。近年の社会学においては、機能主義社会学がその首座を明け渡 し、ミ
ニ ・パラダイム乱立の状態が永らく続いている。マーカスとフィッシャーによれば、このような












二世代にあたるパーク、バージェスの指導の もとには民族誌的方法を採用 した、今 日名を残すモ
ノグラフが数多く輩出された。





『ジャック ・ローラー』を取 り上げ、特にその方法に注目した分析を以下の構成で行 う。まず初

















パーク ・バージェスの教え子たちは、フィール ドで情報を収集することが推奨 された。パーク
が次のように言 って、学生たちにフィール ドワークを促 したことはよく知られている。「要する
に、君たち、実際に街へ出かけていって君たちのズボンを 「本物の」調査で汚 して きなさい」
(Bulmer1984,p97)。またバージェスが教えていたコースの大学院生は、授業で取 り上げられた社
会問題に関連する社会活動に従事することになっていた(Ricel931p550)。
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このようにフィール ドワークが推奨されたシカゴという都市は、研究テーマとするにふさわし





























る 『ジャック ・ローラー』(1930)、ピス トル強盗 とレイプの罪で逮捕され、「軽愚」 と報 じられ




として利用 されている。また 「ジャック ・ローラー」に先行 する二論文、「事例研究の方法」
(1926)や「非行と社会環境」(1929)を見ても、ショウが当初 より複数の手法を用いて非行を多角


















































浪で23回、万引き・窃盗で5回、ジャック ・ローリングと押 し込み強盗で2回逮捕され、様 々な施








シカゴ学派黄金時代のモノグラフの一つ とされる 『タクシー ・ダンスホール』を著 したクレッ
シーは、社会調査における調査者と調査対象者との関係についてまとめた論文で、調査対象者に
対する調査者ショウの立場を 「威信あるス トレンジャー」に分類する(c㎜y1927頃→1983,plo6)。
また彼 はかつてシ ョウが自 ら、社会学者 を医者 に例 えて話 していた ことを報告 してい る








物語を調査者の言語に翻訳すると、もとの意味を著 しく変えてしまうか らであ り、また2につい




を速記者に記録 させ、2)その記録から、時間軸に沿った少年の問題行動 ・非行 ・逮捕 ・出廷 ・
拘留 リストを作成 し、3)リス トを指針にして少年自身の生活史を書かせる。
だがこの過程は一巡すれば終わるというものではなかった。その記録が乏しい場合には、より
詳 しく記述するようにショウはスタンレーを促すのだった。物語がより完全なものとなるまで、
この詳 しく書かせる努力が続けられた。ゆえにこうして書かれたownsω1yはいわゆる 「自伝」 と
は異なり、その執筆過程で常に矛盾がないかどうかをリス トに照らして調査者に確認され、その




















sω1yで記 している彼の崩壊家庭の状況に関 して、断片的であれ、その信頼性を保証 している。ま




















Bのownsω1yに主として記されるのは、アメリカの中流文化 とは異なる、非行 を容認 し、鼓舞
する当時のシカゴの移民下位文化固有の生活態度や価値基準である。例えば継母は少年の非行の
抑止力 となるどころか、貧 しさのためにむしろ積極的に彼に盗みをさせていた。また非行集団の
なかでは非行はスリルを楽 しむ遊びの一つであ り、より困難で度胸を必要とする犯罪をや り遂げ
た者ほど尊敬された。スタンレーはそうした下位文化に同調する過程で、家出少年か ら 「ジャッ
ク ・ローラー」へとなっていった。彼に非行 を促す家族や地域、非行集団の強い影響力に対 して、
































に 「新 しい意味ある他者」が必要となる。なぜなら主観的現実が変えられるのは、この新 しい意
味ある他者との会話においてであるからだ(Barger&Luc㎞mn1966,pl46)。








的な効果について二点を指摘する。そ してその効果のあ らわれを知 る一つの手がかりとして、
『ジャック ・ローラー』の読み方を幾つか例示する。
『ジャック ・ローラー』の生活史法の総合的効果については、第一にスタンレーの経験につい
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ownsω1yだけに頼らず、まず他の様々な資料から非行原因をとらえ、次にスタンレーの視座から
























いた(F面sl967,奥田 ・広田訳p92)。だが 『ジャック ・ローラー』を読めば、社会 ・文化的要因こ
そ重要であることがわかる。特に家族や近隣地域など第一次集団の崩壊による、.子どもの社会化
機能欠如の問題に注目すれば、地域を変革することによって非行を予防 した り矯正するのが不可
能でないことを読者に納得 させる。実際ショウはrジ ャック ・ローラー』出版後まもなく、非行
予防と非行少年の地域内処遇をめざしたCAPを、複数の非行多発地域で指導 し、実践的政策に多
大 な影響を与えたが、そのためには非行が先天性要因によるとする、アメリカ中流階層の人々、
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1調査対象者の主体性 ・自発性の確保に関する疑問
調査者の統制が強く作用する生活史収集法を採用 したことにより、ショウはスタンレーのown





バルマーは 「字義通 りの 『少年自身の物語』とは言えない」と批判する(Bu㎞erl984,pl(切。
インタビュー調査 には、一般的に、後の生活史研究者が 「研究者効果」 と呼んだ落とし穴があ
る。プラースは次のように警告する。「もとはといえば調査者が調査対象者の頭に吹 きこんだ考

































タンレーの更生に最 も重要であったことを見逃 していたと言 う。なるほどバーガー&ル ックマン








厳密 さを評価 し、「彼の生活史の使用は、今 で もその方法の規範 となっている」 とす る















で批判 されて きた。単 に記述的であるだ けで、〈なぜ か〉 という疑問 に答 えていない」
(Wbods1992,p382)。
本論文では、生活史研究の新 しい可能性を開示 したrジ ャック ・ローラー」の生活史法を検討
した。そこで新たに与えられる課題は、その手法を批判的に応用 し、個人の主観的世界から個人
と社会の関係を追究する方法を開拓 してゆくことである。
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〈 注 〉
(注1).ジャック ・ロー ラー とは、酒 に酔 った者 を狙 っ て金品 を盗 む者の こ とであ る。
(注2)ここで は第 一世代 をスモー ル、 トマ ス ら、第二 世代 をパ ー ク、バ ー ジェス ら、 第三 世代 を シ ョウ らと してお
く。
(注3)トマ スが社 会改 良 に傾倒 してい た とい う見 方 もある。 これ につ い ては デ ィーガ ン&バ ーガ ー(1981)を参照
の こ と。
(注4)ベネ ッ トに よれば、 これ は シ ョウの造 語 では な く、 ヒー リーの もので ある(Bennett1981,p184)。
(注5)『ジ ャ ック ・ロー ラー』 には少 年 が16歳の 時 とあ るだ けで 、 ス タン レー少 年の 生年 月 日は どこに も書か れて
い ないが 、 ス ノ ドグラス の調査(1983)によ り、 ス タ ンレー の生 年月 日は1907年10月1日で あ る ことが わか っ
て いる。
(注6)〈オル ター ネー シ ョン〉=altemaUonに、村 口」は 「態度 変更 」、山 口は 「翻 身」 の訳 語 をそれ ぞれ あてて い る。




19631nvitaIiontoS㏄iology:AHumanisncPerspective,Doubleday&Company,Inc.,1989水野 節 夫 ・村 上 研 一 訳
『社 会 学 へ の 招 待 』 思 索 社
Barger,P.L&Luckmann,T



















1974AHistolyofS㏄ialRese組hMethods,London,LongmanGroupLimited,1982川合 隆 男 ・霜 野 寿 亮 監 訳 『社
会 調 査 方 法 論 』 慶 朦 通 信
F短s,Rd臨EL.
1967Chk聡oSociol㎎y:192ぴ32.(】隠mderPubhs㎞g(伽y,1990奥 田 道 大 ・広 田康 生 訳 『シ カ ゴ ・ソ シ オ ロ ジ ー
1920・1932』
船 津 衛
1991「パ ー ク と シ カ ゴ 学 派 社 会 学 」 『東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 報 』40号




1990「逸 脱者 の キ ャリ ア分 析一 『ジ ャ ック ・ロー ラー』 の解釈 の試 み」 『逸脱 論 の研 究一 レ イベ リン グ論 か ら社
会的相 互作 用論へ 』 恒 星社厚 生閣PP178-PP223
L…mgn鵬LL&E㎜kG
!g81L配s:ananlho【卿1(}gicalapp【cachむD脈脚y。C al伽&S}凱pPub臨belsJhc.1993米山俊 直 ・小 林多 寿子訳 【ラ イ
フ ヒス トリー研究 入 門』 ミネル ヴ ァ書房
M繍Geα ㎎eE&F㎞cらMichadMJ.
1986ANTHR(脳)LOGYASCULTURAL(㎜QUE,U血ve面1y(f(髄cagoPngss,1989永渕康 之訳 『文 化 人類学叢 書 文
化 批判 と して の人 類学 』紀伊 国屋 書店
水野節 夫
1986「生活史研 究 とそ の多様 な展 開」 宮島喬(編)『 ライブ ラ リ社会 学10社会 学 の歴 史的展 開』 サ イエ ンス社
中野正 大
19卯「社 会調査 か ら見 た初期 シ カ コ学 派」 『シカ コ牡 会学 の研究一 初 期 モ ノグ ラフ を読 む一』 恒星 社厚 生 閣pp3-37
P欧DavidW
lg80LONGENGAG㎜.theBca=dofTlu鵬(泊heLe㎞dSね㎡ddJ血αUh孟v翻ty1985井上俊 ・杉 野 目康 子訳
『日本 人の 生 き方 』 岩 波書 店
P臨Jenn麺er


















19卯「タクシー ダ ンス ホ ールの魅 力」 『シカ ゴ社 会学 の研 究一 初期 モ ノグ ラフ を読 む』 恒 星社 厚 生 閣PP靭一433
軸,WJ.&2画edd






104 玉 井 眞理 子
Thelife・historymethodsof"Jackl-Roller"
MadkoTAMAI
Thispapertriestoreevaluatethelifb-histo鯉methodsofC.Shaw宣s"Jack-Roller",whichisoneof
themostfamousmonographswrittenintheeraofearlyChicagoschoolofsociology.Theresearch
methodsofthisstudy,especiallythewayofcollec血gthedataofli琵一histo理andthecombineduseof
othervanousmatehalshavebeenappreciated。
Butwhenwepayattendonnotonlytothedescriptionof卜ismethodology,butalsotothewholecon-
tentof"Jack-Roller",themethodologicalf6atureswhichhavebeenlittlepointedoutcomeoutto
thesurface.T㎞smonographconsistsofthreeparts,asf6110ws,
1.Thehypothesesofcausesofjuveniledelinquencywerepresented.
2.Thosehypothesesweresupportedbytheboy置slif6-history。
3.Therefbmlationprogrambasedonsomeofthosehypotheseswasputintoactionandtheprocessof
refbrmationwasdelineatedbytheboy'slifb-history.
Theimportantpointofthismethodologicalfbaturesisthatinthislifb-historyShawinspectedhis
hypothesesofcausesofdelinquencybywayofhisplantorefbrmthejack-rollerbasedonhishypo重he-
ses.Muchqualitativeresealchhasbeencriticizedfbrbeingrestrictedtodescriptionandnotanswering
the"whyquestion".Butinthecaseof"Jack-Roller",thecritiqueisnotacceptable.InfactShaw,
astheresealcher,presentednewpossibilitiesoflif6-histo琢meIhodsin"Jack-Roller".
